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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第２四半期 9,818 20.3 1,144 △15.9 1,394 △13.0 789 △27.6

2022年12月期第２四半期 8,164 22.4 1,360 133.4 1,603 56.7 1,089 58.4

（注）包括利益 2023年12月期第２四半期 873百万円（△23.0％） 2022年12月期第２四半期 1,134百万円（59.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第２四半期 11.17 11.13

2022年12月期第２四半期 15.35 15.31

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年12月期第２四半期 27,170 19,852 72.8 279.75

2022年12月期 26,349 19,503 73.7 274.94

（参考）自己資本 2023年12月期第２四半期 19,777百万円 2022年12月期 19,424百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2022年12月期 － 4.00 － 8.00 12.00

2023年12月期 － 7.00

2023年12月期(予想) － 7.00 14.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,608 15.9 2,827 18.0 3,333 19.4 2,217 17.1 31.39

１．2023年12月期第２四半期の連結業績（2023年１月１日～2023年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期２Ｑ 74,514,800株 2022年12月期 74,514,800株

②  期末自己株式数 2023年12月期２Ｑ 3,816,949株 2022年12月期 3,865,149株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期２Ｑ 70,665,301株 2022年12月期２Ｑ 70,960,450株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有
（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有
②  ①以外の会計方針の変更                      ：無
③  会計上の見積りの変更                        ：無
④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、ウィズコロナが新たな段階への移行に伴い、設備投資や個人

消費を中心に、経済活動の一部に活性化の動きが見られましたが、世界情勢の不透明感の長期化に為替相場の円安も

相まって、エネルギー価格、原材料価格の高騰による企業、家計への影響が顕在化し、依然として厳しい状況が予想

されます。

当社グループの主要取引先である医療業界におきましては、医療機関などの窓口でマイナンバーカードまたは健康

保険証によりオンラインにて資格情報を確認できるシステムの導入が進んできている中、診療報酬制度改定の特例措

置導入を後押しに、2023年4月の原則義務化(2023年9月まで経過措置が適用)を機会に、システムの導入件数が増加し

ている状況にあります。また、2023年1月よりオンライン資格確認システムを利用し、現在紙で行われている処方箋の

運用を電子で実施する仕組も開始し、システム導入の申込及び展開が順次拡大しております。

当社グループは知名度向上と次世代製品MAPsシリーズの拡販を図るため、昨年度からシェアの拡大に向けて社内組

織体制の再構築、当社グループ初のTVCMを行ったとともに、デジタルマーケティングの強化としてサイトリニューア

ル、MAツールの活用、オンラインセミナーや導入事例コンテンツの充実を推進しており、医科セグメントにおきまし

ては着実に成果が見られました。

これらの取組により得られた利益を業績拡大へ貢献しました従業員へ還元するとともに、これからさらなるシェア

拡大に向けての激励を目的に、特別報酬を支給することにしました。

2023年2月27日付で当社グループは持分法適用関連会社であった株式会社グッドサイクルシステム(以下、同社とい

う)を連結子会社化したことで第２四半期におきましては、同社が損益計算書の連結対象となり、売上高の増加に寄与

しました。

また、2023年6月30日付で当社グループは株式会社JMDCより株式会社ユニケソフトウェアリサーチ及びその管理目的

会社である株式会社Launchpad13の全株式を取得し、両社を連結子会社としました。ITを活用したサービスにおけるお

互いの知見を融合することで、当社グループの顧客基盤を一層盤石なものとし、薬局業界におけるデジタルトランス

フォーメーションをさらに支援してまいります。

この結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高9,818百万円（前年同期比20.3％増）、営業利益1,144

百万円（同15.9％減）、経常利益1,394百万円（同13.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益789百万円（同

27.6％減）となりました。

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

（調剤システム事業）

調剤システム事業につきましては、オンライン資格確認システムの導入設置拡大に加え、Windows8.1の延長サポー

ト終了に伴うハードウェア入替の増加で初期売上高が増加しました。また、子会社のグッドサイクルシステムが損益

計算書の連結対象となり、お客様数の増加に伴い、課金売上高も大幅に増加しております。一方、当社グループTVCM

の実施やデジタルマーケティングの強化、従業員への特別報酬支給で販管費は増加しました。

当社グループは、株式会社ユニケソフトウェアリサーチを連結子会社化したことで調剤セグメントにおきまして

は、シェアをさらに伸ばし、薬局業界におきましては確固たる地位を維持することができております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の調剤システム事業及びその関連事業は、売上高7,681百万円（前年同期比

18.2％増）、営業利益1,405百万円（同6.1％減）となりました。

（医科システム事業）

医科システム事業につきましては、昨年度実施した組織体制の再構築に加え、Webマーケティングを活用し幅広いア

プローチを行っております。

オンライン資格確認システムの導入設置拡大に加え、「MAPs for CLINIC」の販売拡大により初期売上高が大幅に増

加し、医科セグメントの課金売上高も順調に伸びております。一方、医科システム市場におけるシェア拡大に向けた

取り組み、従業員への特別報酬支給により、販管費は増えております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の医科システム事業及びその関連事業は、売上高1,529百万円（前年同期比

42.6％増）、営業損失7百万円(同営業損失184百万円)となりました。

（介護/福祉システム事業）

介護/福祉システム事業は、ライセンス数の増加による課金売上は堅調に推移しておりますが、「MAPs for NURSING 

CARE」の発売に伴う減価償却が開始したと共に、販売拡大に向けた取り組みにより、販管費も増加しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の介護/福祉システム事業は、売上高278百万円（前年同期比3.8％増）、営業

損失285百万円(同営業利益55百万円)となりました。
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（その他の事業）

子会社キャッシュレス事業の拡大により、売上高は増加しました。海外子会社の利益貢献より、セグメントとして

の全体収支改善に繋がり、営業利益は黒字になりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間のその他の事業は、売上高386百万円（前年同期比11.1％増）、営業利益5

百万円(同営業損失22百万円)となりました。

（上記セグメント別の売上高及び営業利益（損失）は、セグメント間の内部取引消去前の金額であります。）

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は12,301百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,547百万円減少い

たしました。これは主に、株式会社ユニケソフトウエアリサーチ及びその管理目的会社である株式会社Launchpad13の

株式取得、株式会社グッドサイクルシステムの株式追加取得により現金及び預金が2,435百万円減少し、受取手形及び

売掛金が489百万円増加したことによるものであります。固定資産は14,869百万円となり、前連結会計年度末に比べ

2,368百万円増加いたしました。これは主に、のれんが2,190百万円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は27,170百万円となり、前連結会計年度末に比べ820百万円増加いたしました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は5,195百万円となり、前連結会計年度末に比べ250百万円増加いた

しました。これは主に、流動負債のその他が315百万円増加したことによるものであります。固定負債は2,121百万円

となり、前連結会計年度末に比べ220百万円増加いたしました。これは主に、連結範囲の変更に伴い長期借入金が186

百万円増加し、退職給付に係る負債が162百万円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は7,317百万円となり、前連結会計年度末に比べ470百万円増加いたしました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は19,852百万円となり、前連結会計年度末に比べ349百万円増加いたし

ました。これは主に、利益剰余金が223百万円増加し、その他有価証券評価差額金62百万円増加したことによるもので

あります。

この結果、自己資本比率は72.8％(前連結会計年度末は73.7％)となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年12月期通期の連結業績予想については、2023年２月14日の「2022年12月期 決算短信」で公表いたしました通

期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,881 6,445

受取手形及び売掛金 2,761 3,250

商品及び製品 1,084 1,555

その他 1,123 1,049

貸倒引当金 △1 △0

流動資産合計 13,849 12,301

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 575 593

土地 474 475

リース資産（純額） 97 81

賃貸用資産（純額） 1 0

その他（純額） 222 253

有形固定資産合計 1,371 1,404

無形固定資産

ソフトウエア 1,574 2,034

ソフトウエア仮勘定 461 676

のれん 188 2,378

その他 99 95

無形固定資産合計 2,323 5,185

投資その他の資産

投資有価証券 1,263 968

投資不動産（純額） 6,519 6,491

退職給付に係る資産 7 9

その他 1,025 821

貸倒引当金 △11 △11

投資その他の資産合計 8,805 8,278

固定資産合計 12,500 14,869

資産合計 26,349 27,170

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,398 1,238

未払金 957 853

１年内返済予定の長期借入金 － 157

リース債務 35 36

未払法人税等 601 492

賞与引当金 285 406

契約負債 999 1,027

その他 666 982

流動負債合計 4,944 5,195

固定負債

長期借入金 － 186

リース債務 74 37

退職給付に係る負債 1,061 1,224

製品保証引当金 20 3

長期預り保証金 745 647

その他 － 22

固定負債合計 1,901 2,121

負債合計 6,846 7,317

純資産の部

株主資本

資本金 2,785 2,785

資本剰余金 3,362 3,376

利益剰余金 15,199 15,423

自己株式 △2,017 △1,990

株主資本合計 19,329 19,594

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 35 97

為替換算調整勘定 85 108

退職給付に係る調整累計額 △26 △23

その他の包括利益累計額合計 94 183

新株予約権 55 56

非支配株主持分 23 19

純資産合計 19,503 19,852

負債純資産合計 26,349 27,170
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年６月30日)

売上高 8,164 9,818

売上原価 4,051 4,960

売上総利益 4,113 4,858

販売費及び一般管理費 2,753 3,713

営業利益 1,360 1,144

営業外収益

受取利息 2 3

不動産賃貸収入 517 484

その他 5 14

営業外収益合計 525 502

営業外費用

支払利息 4 4

不動産賃貸費用 208 210

持分法による投資損失 65 35

その他 4 3

営業外費用合計 283 253

経常利益 1,603 1,394

特別損失

段階取得に係る差損 － 140

固定資産除却損 0 9

特別損失合計 0 150

税金等調整前四半期純利益 1,603 1,244

法人税等 522 459

四半期純利益 1,080 784

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △8 △4

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,089 789

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年６月30日)

四半期純利益 1,080 784

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 － 62

為替換算調整勘定 46 23

退職給付に係る調整額 7 3

その他の包括利益合計 53 88

四半期包括利益 1,134 873

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,142 878

非支配株主に係る四半期包括利益 △8 △4

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項

に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する

ことといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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